
（茨城県）

日
本
で
い
ち
ば
ん
野
菜
を
つ
く
る
ま
ち
は 

首
都
圏
を
支
え
る「
台
所
」

　

県
都
・
水
戸
市
（
本
年
／
２
０
２
５
年
１
月
１
日

付
の
人
口
26
万
７
４
６
７
人
／
面
積
２
１
７
・
32
㎢
）

お
よ
び
県
内
最
大
の
企
業
集
積
を
誇
る
鹿
島
臨
海
工

業
地
帯
ま
で
は
ど
ち
ら
も
30
㎞
圏
内
、
水
戸
市
に
次

ぐ
県
内
第
２
の
都
市
・
つ

く
ば
市（
筑
波
研
究
学
園
都

市
、
本
年
１
月
１
日
付
の

人
口
26
万
２
９
１
人
／
面

積
２
８
３
・
72
㎢
）ま
で
は

50
㎞
圏
内
、
さ
ら
に
東
京

都
心
部
か
ら
も
90
㎞
圏
内

に
位
置
―
―
。
茨
城
県
南

東
部
（
鹿
行
地
域
）
の
風
光

明
媚
な
田
園
都
市
・
鉾
田

市（
本
年
１
月
１
日
現
在
の

人
口
４
万
６
５
３
７
人
／

面
積
２
０
７
・
60
㎢
）は
、
平
成
17（
２
０
０
５
）年

10
月
11
日
に
、
旧
鹿
島
郡
鉾
田
町
・
旭
村
・
大
洋
村

の
１
町
２
村
の
合
併
に
よ
る
市
制
施
行
で
誕
生
し

た
。
本
年
10
月
11
日
に
は
、
市
制
施
行
20
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
。

　

鉾
田
市
は
「
日
本
で
い
ち
ば
ん
野
菜
を
つ
く
る
ま

ち
」
と
し
て
、
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
要

因
の
一
つ
は
、
市
域
東
側
が
太
平
洋（
鹿
島
灘
）に
面

し
、
南
側
に
は
霞
ヶ
浦
の
一
部
を
成
す
北
浦
、
北
側

に
は
涸ひ
ぬ
ま沼
（
那
珂
川
水
系
の
汽
水
湖
）
が
広
が
る
な

ど
、
水
利
に
恵
ま
れ
た
土
地
柄
に
あ
る
。

　

南
北
24
㎞
、
東
西
17
㎞
の
市
域
の
多
く
は
、
平
た

ん（
標
高
１
ｍ
～
30
ｍ
）に
近
い
土
地
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
平
た
ん
な
大
地
は
、
関
東
ロ
ー
ム
層
を
主
と

す
る
肥ひ
よ
く沃
な
地
質
が
特
徴
的
で
、
そ
の
上
を
利
根
川

水
系
の
鉾
田
川
、
那
珂
川
水
系
の
大
谷
川
、
笠
間
市

を
水
源
と
す
る
巴
川
な
ど
の
一
級
河
川
が
、
そ
れ
ぞ

れ
市
域
を
縦
横
に
潤
し
な
が
ら
、
太
平
洋
や
北
浦
、

涸
沼
な
ど
に
注
い
で
い
る
の
だ
。

　

水
面
下
約
１
４
０
ｍ
に
至
る
天
然
資
源
豊
富
な
大

陸
棚
の
続
く「
鹿
島
灘
」

に
面
す
る
海
域
は
、
暖
流

（
日
本
海
流
／
黒
潮
）
が

南
側
か
ら
、
寒
流（
千
島
海
流
／
親
潮
）が
北
側
か
ら

流
れ
込
む
「
寒
暖
両
流
」
の
接
す
る
特
殊
な
環
境
下

（
潮
目
）に
あ
る
。

　

寒
暖
両
流
の
鹿
島
灘
が
も
た
ら
す
恵
み
は
、
豊
富

な
魚
介
だ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
か
ら
生
じ
る
気
候
的

特
徴
は
、
沿
岸
地
域
に
年
間
平
均
13
℃
～
14
・
５
℃

市 政 ル ポ 鉾
ほ こ た

田市

水戸駅を起点に鹿島神宮までを結ぶ鹿島臨海鉄道大洗鹿島線。
鉾田市内には六つの駅がある

自
然
を
尊
び
・
農
を
誇
り
・
喜
び
を
生
み
出
す
わ
が
ま
ち
!!

先
進
農
業
を
地
域
資
源
に
目
指
す
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

岸
きしだ

田一
かずお

夫
鉾田市長
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の
温
暖
で
安
定
し
た
気
温

を
も
た
ら
し
、
そ
れ
が
動

植
物
の
南
限
・
北
限
の
同

居
す
る
、
地
理
的
な
「
境

目
」と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

農
作
物
で
い
え
ば
、
ミ
カ

ン
の
北
限
と
、
リ
ン
ゴ
の

南
限
が
、
鉾
田
市
を
は
じ

め
と
す
る
茨
城
県
の
鹿
島

灘
沿
岸
地
域
な
の
だ
。

　

海
も
陸
も
南
北
分
岐
。

地
味
豊
か
な
大
地
と
有
り

余
る
ほ
ど
の
水
資
源
。
こ

の
よ
う
に
多
様
な
自
然
相

を
持
つ
特
徴
的
な
環
境
の
下
に
育
ま
れ
た
、
鉾
田
市

産
の
代
表
的
な
農
産
物
と
し
て
は
、
広
大
な
水
田
地

帯
か
ら
産
出
さ
れ
る
米
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
む
し

ろ
生
産
額
日
本
一
を
誇
る
メ
ロ
ン
や
イ
チ
ゴ
、
ト
マ

ト
な
ど
の
施
設
園
芸
作
物
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ゴ
ボ
ウ
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ダ
イ
コ
ン
、
ミ
ズ
ナ

な
ど
が
、
全
国
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

畜
産
業
と
合
わ
せ
た
鉾
田
市
の
農
畜
産
業
は
、
全

国
第
３
位
の
農
業
産
出
額
を
誇
る
茨
城
県
に
お
い
て

も
、
ま
さ
に
中
核
的
な
存
在
を
成
し
て
い
る
の
だ
。

　
「
鉾
田
市
の『
日
本
で
い
ち
ば
ん
野
菜
を
つ
く
る
ま

ち
』
と
い
う
呼
称
は
、
単
な
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
農
林
水
産
省
が
毎
年
発
表
す
る

市
町
村
別
農
業
産
出
額（
野
菜
区
分
）に
お
い
て
、
平

成
26（
２
０
１
４
）年
か
ら
令
和
４（
２
０
２
２
）年
ま

で
、
鉾
田
市
が
９
年
連
続
で
全
国
第
１
位
に
輝
い
て

い
る
と
い
う
、
他
に
類
を
見
な
い
事
実
が
根
拠
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５（
２
０
２
３
）年
分
の
市
町
村
別
農
業
産
出

額
は
、
本
年
３
月
中
旬
に
農
林
水
産
省
か
ら
発
表
さ

れ
ま
す（
※
注
＝
本
欄
作
成
は
２
月
中
旬
）が
、
鉾
田

市
の
10
年
連
続
第
１
位
は
ま
ず
確
実
と
、
私
た
ち
は

信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
い
く
ら
土
地
が
平
た
ん
で
、
土
壌
に
優

れ
、
水
が
豊
富
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
日
本
で

い
ち
ば
ん
野
菜
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
え

ば
、
そ
ん
な
甘
い
世
界
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の

農
業
従
事
者
の
方
々
が
、
先
祖
代
々
継
承
し
て
こ
ら

れ
た
高
度
な
栽
培
技
術
を
基
盤
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
最
新
の
農
業
技
術
を
常
に
取
り
入
れ
て
き
た
研

究
熱
心
な
姿
勢
が
加
わ
っ
て
初
め
て
、
全
国
に
誇
れ

る
鉾
田
市
の
農
業
が
実
現
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
す
」

　

市
長
就
任
後
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ア
で
作
っ
た
と
い

う
、「
日
本
で
い
ち
ば
ん
野
菜
を
つ
く
る
ま
ち
鉾
田

水戸市

鉾田市

霞ヶ浦の一部を成す北浦は釣り人たちの人気スポット。季節や時間の移り変わ
りで表情が千変万化する

涸沼の周囲に延びる遊歩道

ラムサール条約に登録された涸沼の湖岸に令和6年11月完成の「野鳥観察棟」。
2階の観察所には常時10台の望遠鏡が用意され、屋上は展望デッキとなっている

7 市政 APRIL 2025



市
」
の
文
言
に
ト
マ
ト
や
メ
ロ
ン
の
絵
柄
を
あ
し

ら
っ
た
カ
ラ
フ
ル
な
法
被
に
身
を
包
み
、
豪
快
な
身

ぶ
り
手
ぶ
り
を
交
え
な
が
ら
そ
う
語
る
の
は
、
岸
田

一
夫
鉾
田
市
長
だ
。

　

鹿
島
灘
に
面
す
る
旧
鹿
島
郡
大
洋
村
に
生
ま
れ

育
っ
た
岸
田
市
長
は
、
大
学
卒
業
後
、
鹿
行
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
の
消
防
本
部
に
入
職
し
た
。
平
成

27
（
２
０
１
５
）
年
、
鉾
田
消
防
署
長
を
最
後
に
退

職
、
同
年
実
施
の
鉾
田
市
市
議
会
議
員
選
挙
に
初
出

馬
し
、
当
選
し
た
。
任
期
満
了
に
伴
い
実
施
さ
れ
た

平
成
29（
２
０
１
７
）年
10
月
の
鉾
田
市
長
選
に
お
い

て
も
、
初
出
馬
で
当
選
。
取
材
時
の
令
和
６
年
12
月

は
、
２
期
８
年
目
に

入
っ
た
ば
か
り
の
時

期
だ
っ
た
。

　
「
条
件
の
良
い
自
然

環
境
と
優
れ
た
農
業

技
術
が
組
み
合
わ
さ

れ
、
栽
培
さ
れ
た
高

品
質
の
野
菜
が
、
全
国
有
数
の
農
業
産
出
額
へ
と
そ

の
ま
ま
ス
ト
レ
ー
ト
に
反
映
す
る
最
大
の
条
件
と
し

て
は
、
鉾
田
市
を
含
む
茨
城
県
が
日
本
一
の
消
費
地

で
あ
る
首
都
圏
に
隣
接
し
て
い
る
と
い
う
、
絶
好
の

位
置
的
環
境
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
非
常
に
大
き
い
。

　

茨
城
県
は《
首
都
圏
の
台
所
》と
い
う
言
い
方
を
よ

く
さ
れ
ま
す
。
実
際
、
鉾
田
市
の
農
業
従
事
者
の

方
々
は
、
東
京
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
最
大
の
人
口

集
中
地
区
・
首
都
圏
の
食
生
活
を
支
え
、
担
っ
て
い

る
の
は
わ
れ
わ
れ
な
の
だ
と
い
う
自
負
心
も
、
伝
統

的
に
根
強
く
持
っ
て
い
ま
す
」（
岸
田
市
長
）

持
続
可
能
な
未
来
の
原
動
力 

農
業
こ
そ
が
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

　

全
国
第
３
位
の
産
出
額
を
誇
る
茨
城
県
全
体
の

農
畜
産
物
の
生
産
量
は
、
平
均
し
て
米
が
20
％
、

施
設
園
芸
が
50
％
、
畜
産
物
が
30
％
の
割
合
で
推

移
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
中
で
も
、
日
本
で
い
ち
ば

ん
野
菜
を
つ
く
る

ま
ち
・
鉾
田
市
は
、

前
述
の
よ
う
に
施

設
園
芸
作
物
に
お

い
て
農
業
県
・
茨

城
県
を
け
ん
引
す

る
立
場
に
あ
る
わ

け
だ
が
、
そ
う
し

た「
実
力
の
高
さ
」

に
加
え
、
日
本
で

い
ち
ば
ん
野
菜
を

つ
く
る
ま
ち
と
し
て
の
鉾
田
市
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー

が
全
国
的
に
年
々
高
ま
り
つ
つ
あ
る
背
景
の
一
つ
に

は
、
前
出
の「
法
被
」が
象
徴
す
る
よ
う
な
、
岸
田
市

長
自
身
の
積
極
的
な
情
報
発
信
の
姿
勢
お
よ
び
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
効
果
も
見
逃
せ
な
い
。

　

岸
田
市
長
は
鉾
田
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
こ
た
ブ

ラ
ン
ド
大
使
た
ち
と
共
に
、
東
京
の
大
田
市
場
で

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
た
り
、
百
貨
店
の
催
事
へ

の
参
加
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
す
る
ほ
か
、
毎
年
５

月
に
は
農
業
関
係
者
一
同
と
鉾
田
メ
ロ
ン
持
参
で
首

相
官
邸
に
出
向
き
、
表
敬
訪
問
も
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
令
和
６
年
５
月
８
日
付
け
の
「
首
相

官
邸
」
公
式
サ
イ
ト
に
は
、「
鉾
田
市
訪
問
団
に
よ

る
メ
ロ
ン
贈
呈
」
の
大
き
な
タ
イ
ト
ル
の
下
、
岸
田

市
長
を
は
じ
め
、
そ
ろ
い
の
法
被
を
着
た
鉾
田
市
の

農
業
関
係
者
一
同
が
、
持
参
し
た
メ
ロ
ン
を
手
に
し

鉾田市では6月6日を「メロンの日」に制定。当日は市内の全小学校の給食
にメロンが供される（令和6年6月6日）

日本一の生産量と品質を誇る鉾田市のメロンは、全国のメロン好きにとって垂ぜんの的だ

メロン、イチゴと並ぶ鉾田市の代表的な野菜・トマト。
写真は甘くてエルサイズのミニトマト「あまエル」
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鉾田市　市 政 ル ポ

（茨城県）

た
笑
顔
の
岸
田
総
理
大
臣
（
当
時
）
と
共
に
撮
影
し

た
、
記
念
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
が
現
在
も
大
き
く
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
百
貨
店
業
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
格
式
を

誇
る
三
越
伊
勢
丹
グ
ル
ー
プ
で
は
、
そ
の
年
最
初
の

鉾
田
メ
ロ
ン
や
イ
チ
ゴ
を
目
玉
商
品
と
し
て
売
り
出

す
と
と
も
に
、
同
グ
ル
ー
プ
主
催
の
各
種
「
食
の
イ

ベ
ン
ト
」
な
ど
で
鉾
田
市
と
随
時
連
携
。
全
国
え
り

す
ぐ
り
の
逸
品
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
同
グ
ル
ー
プ
主
催

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
三
越
伊
勢
丹
ふ
る
さ
と
納
税
」

で
も
、
鉾
田
の
メ
ロ
ン・
イ
チ
ゴ・
ト
マ
ト
な
ど
は「
高

級
返
礼
品
」と
し
て
、
大
変
な
人
気
を
得
て
い
る
。

　

鉾
田
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
鉾
田
市
に

お
け
る「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」や「
脱
炭
素
社

会
の
構
築
」
を
実
現
す
る
た
め
の
最
大
の
原
動
力
に

も
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
質
量
を
伴
っ
た
農
業
が
基
幹
産
業
の
鉾
田
市
に

と
っ
て
、
農
業
生
産
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
を
は
じ
め

と
す
る
《
脱
炭
素
社
会
構
築
》
に
向
け
た
取
り
組
み

は
、
近
未
来
に
向
け
た
取
り
組
み
で
あ
る
と
同
時

に
、
目
の
前
の
地
域
課
題
解
決
の
た
め
に
も
不
可
欠

な
取
り
組
み
で
す
。

　

鉾
田
市
の
農
業
は
生
産
量
に
お
い
て
も
品
質
に
お

い
て
も
、
首
都
圏
は
も
と
よ
り
、
全
国
各
地
の
食
卓

に
並
ぶ
野
菜
類
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
そ
の
生
産
量
と
品
質
を
保
持
し
、
常
に
安
定

し
た
出
荷
体
制
の
維
持
を
図
る
こ
と
が
必
須
の
前
提

条
件
と
な
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
安
定
出
荷
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
現
状
、
ど
う
し
て
も
化
学
肥
料
や

農
薬
の
使
用
が
避
け
ら
れ
な
い
側
面
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
対
策
に
つ
い
て
も
、
農
業
従
事
者
の
皆
さ
ま
と

は
折
に
触
れ
、
協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
農
業
従
事
者
の
皆
さ
ま
と
深
く

膝
を
交
え
な
が
ら
、
従
来
の
農
業
の
見
直
す
べ
き
部

分
は
見
直
す
と
と
も
に
、
国
が
掲
げ
る
持
続
可
能
な

食
料
シ
ス
テ
ム（
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
）に
基
づ
い
た
農
業
の
構
築
に
向
け
、
農
林

水
産
業
の
Ｃ
Ｏ
２
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
の
実

現
や
、
化
学
肥
料
・
農
薬
の
削
減
、
有
機
農

業
の
拡
大
な
ど
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
」（
岸
田
市
長
）

　

鉾
田
市
で
は
現
在
、
日
本
を
代
表
す
る
野

菜
類
の
一
大
生
産
地
と
し
て
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

と
生
産
量
を
保
持
し
な
が
ら
、
環
境
負
荷
の

低
減
に
向
け
た
生
産
体
制
を
実
現
す
る
べ
く
、

多
彩
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
「
市
の
単
独
事
業
と
し
て
は
、
例
え
ば
自
然

由
来
の
フ
ス
マ
や
米
ぬ
か
を
利
用
し
た
太
陽

熱
土
壌
消
毒
事
業
へ
の
支
援
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
園
芸
が
盛
ん
で
あ
る

た
め
に
生
じ
る
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
や
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
な
ど
大
量
の
資
材
の
再

資
源
化
を
図
る
べ
く
、
廃
材
を
回
収
し
て
火

力
発
電
の
燃
料
に
利
用
し
た
り
、
そ
の
燃
焼

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
利
用

し
た
り
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
な
ど
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
の
際
に
は
、
燃
焼
時
に
二
酸
化

炭
素
の
発
生
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、
環
境
負
荷
を
軽
減
さ
せ
る
施
策
と
し

て
、
例
え
ば
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
土
中
で
分
解

さ
れ
る
性
質
を
持
ち
、
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

排
出
規
制
な
ど
に
も
貢
献
で
き
る
《
生
分
解
性
マ
ル

チ
》
の
実
証
実
験
な
ど
も
、
並
行
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

首相官邸に赴き、岸田文雄前内閣総理大臣を表敬訪問。日本一の茨城県鉾田市産メロンをPR
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い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
農
業
従
事
者
の
方
々
に

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
適
切
な
施
肥
設
計
を
す
る
な
ど
、
基
本
的
な
部

分
か
ら
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
」（
岸
田
市
長
）

　

鉾
田
市
で
は
ま
た
、
鉾
田
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の

さ
ら
な
る
向
上
や
流
通
促
進
戦
略
の
推
進
と
同
時

に
、
高
齢
化
の
進
む
現
状
や
次
世
代
の
担
い
手
育

成
、
経
営
環
境
の
改
善
な
ど
喫
緊
の
課
題
に
資
す
る

べ
く
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
推
進
も
積
極
的

に
図
っ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
農
業
従
事
者
の
担
い
手
対
策
や
、

労
働
生
産
性
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
自
動
走
行
ト
ラ
ク

タ
ー
の
導
入
促
進
を
行
う
な
ど
、
そ
の
手
法
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
鉾
田
市
に

限
ら
な
い
が
、
周
知
の
通
り
、

慢
性
的
な
担
い
手
不
足
、
後

継
者
不
足
に
悩
む
日
本
の
農

業
は
現
在
、
海
外（
外
国
）か

ら
受
け
入
れ
て
い
る
「
技
能

実
習
生
」
へ
の
依
存
度
が
高

ま
っ
て
い
る
と
い
う
現
実
が

あ
る
。

　

技
能
実
習
生
は
日
本
の
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
や
次
世

代
の
担
い
手
不
足
な
ど
か

ら
、
貴
重
な
存
在
に
な
っ
て

い
る
の
だ
。

　

近
年
ま
で
安
定
的
に
来
日
し
て
い
た
技
能
実
習

生
も
、
コ
ロ
ナ
禍
を
境
に
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

現
在
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
実
習
生
が
増
え
つ

つ
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
変
化
に
対
し
て
も
、

受
け
入
れ
る
側
の
態
勢
に
は
柔
軟
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。

　

現
在
３
４
０
０
人
を
超
え
る
技
能
実
習
生
が
在
住

す
る
鉾
田
市
に
と
っ
て
、
そ
の
対
策
は
喫
緊
の
課
題

の
一
つ
だ
。
鉾
田
市
で
は
現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め

と
す
る
民
間
団
体
が
、
外
国
人
の
技
能
実
習
生
に
も

よ
り
居
心
地
の
良
い
労
働
環
境
・
住
環
境
な
ど
を
整

え
る
各
種
の
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
日
本
を
代
表

す
る
農
業
生
産
地
・
鉾
田
市
の
動
向
は
、
こ
の
点
に

お
い
て
も
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
全
国
自
治
体

の
注
目
と
期
待
を
集
め
て
い
る
。

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
、
日
本
で 

い
ち
ば
ん
野
菜
を
つ
く
る
ま
ち
の
動
向

　
「
鉾
田
市
で
は
現
在
、
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行

の『
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
改
正
』に

の
っ
と
り
、
鉾
田
市
の
持
続
可
能
な
未
来
の
実
現
に

不
可
欠
な
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
10
年
後
の
将
来

を
見
据
え
、
現
状
の
農
業
が
持
つ
課
題
や
今
後
の
農

業
の
在
り
方
を
考
え
る『
地
域
計
画
』策
定
準
備
の
た

め
、
各
地
区
の
農
業
関
係
者
と
話
し
合
い
を
重
ね
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
結
果
的
に
自
然
と
の
共
生
を
基
盤

と
す
る
農
の
ま
ち
・
鉾
田
市
の
近
未
来
像
を
明
確
に

す
る
作
業
に
も
な
る
と
、
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま

す
」（
岸
田
市
長
）

鉾田市は「クライミングのまちづくり」も推進。令和4年から「鉾田市長杯とく
しゅくの杜メロンカップ」を開催

平成30年度から国内屈指のサーフポイント「とっぷさんて下（鹿島灘）」で開催
されている「波のり鉾田メロンカップ」

連携協定を結ぶカゴメと地元農家による、市内小中学校での出前授業「３つの
しょくいく（植・食・職）」の模様
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鉾田市　市 政 ル ポ

（茨城県）

　

今
回
の
取
材
の
た
め
、
鉾
田
市
役
所
を
訪
れ
た

際
に
真
っ
先
に
目
に
入
っ
た
の
は
、
１
階
ロ
ビ
ー

に
設
置
さ
れ
て
い
る
、
野
菜
の
摂
取
状
況
を
手
の

ひ
ら
か
ら
読
み
取
る
機
器「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
Ⓡ
」の
存

在
だ
っ
た
。

　

令
和
４
年
10
月
11
日
、「
日
本
で
い
ち
ば
ん
野
菜

を
つ
く
る
ま
ち
」
を
標
ぼ
う
す
る
鉾
田
市
は
「
自
然

を
、
お
い
し
く
、
楽
し
く
。」を
ブ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ト

メ
ン
ト
と
し
、
目
指
す
未
来
像
を「
野
菜
の
会
社
」と

す
る
カ
ゴ
メ
株
式
会
社
と
、
ま
さ
に
「
相
思
相
愛
の

包
括
的
連
携
協
定
」（
岸
田
市
長
）を
締
結
し
た
。

　

鉾
田
市
が
カ
ゴ
メ
と
の
連
携
で
こ
れ
ま
で
に
推
進

し
て
き
た
取
り
組
み
に
は
「
３
つ
の
し
ょ
く
い
く

（
植
・
食
・
職
）に
関
す
る
小
中
学
校
へ
の
出
前
授
業

の
実
施
」「
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
健
診
で
の
ベ
ジ
チ
ェ
ッ

ク
測
定
」「
ス
ム
ー
ジ
ー
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」「
野

菜
料
理
の
レ
シ
ピ
集
作
成
」「
畑
オ
ー
ナ
ー
制
度
の

実
施
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
さ
ら
に
、
連
携
関
係

の
究
極
の
目
標
の
一
つ
は
、「
鉾
田
市
の
野
菜
」の
活

用
で
目
指
す
市
民
の
健
康
づ
く
り
、
す
な
わ
ち
「
日

本
で
一
番
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」だ
と
い
う
。

　

地
場
産
業
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
野
菜
を
軸
に
、

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
多
彩
な
地
域
活
性
化
事

業
、
情
報
発
信
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
鉾
田
市
の

最
大
の
地
域
課
題
は
、
や
は
り
大
都
市
圏
以
外
の

全
国
の
都
市
に
共
通
す
る
人
口
減
少
へ
の
対
策
に

あ
る
。

　

鉾
田
市
の
人
口
の
ピ
ー
ク
は
、
市
制
施
行
時
の

５
万
１
０
５
４
人
で
、
そ
れ
か
ら
20
年
目
の
節
目
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
本
年
１
月
１
日
現
在
の
人
口

は
、
前
述
の
よ
う
に
４
万
６
５
３
７
人
だ
。
人
口
減

少
が
進
み
つ
つ
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
減
少

の
仕
方
は
か
な
り
緩
や
か
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
要
因
は
ま
さ
に
、
首
都
圏
に
隣
接
し
て
い
る

地
理
的
特
性
や
、
基
幹
産
業
と
し
て
の
農
業
の
基
盤

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
地
域
が
伝
統
的

に
保
持
す
る「
地
力
」が
充
実
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

加
え
て
近
年
、
豊
か
な
自
然
環
境
お
よ
び
、
多
彩

な
食
の
環
境
な
ど
の
積
極
的
な
魅
力
発
信
な
ど
も
相

ま
っ
て
、
首
都
圏
に
近
接
す
る
二
拠
点
生
活
の
好
適

地
と
し
て
、
あ
る
い
は
移
住
・
定
住
先
と
し
て
の
注

目
も
高
め
つ
つ
あ
る
。

　
「
将
来
に
お
い
て
も
鉾
田
市
が『
日
本
で
い
ち
ば
ん

野
菜
を
つ
く
る
ま
ち
』
で
あ
り
続
け
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
農
業
従
事
者
は
も

と
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
含
め
た
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ま
に
鉾
田
の
農
産
物
に
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
、
む
し
ろ
、
よ
り
一
層

全
国
の
農
業
モ
デ
ル
と
し
て
け
ん
引
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
も
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る
中
、
本
市
で
も
人
口
と

共
に
農
業
従
事
者
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
は
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
維
持
・
発
展

さ
せ
る
た
め
、
私
が
前
面
に
立
ち
、
さ
ら
に
多
角
的

な
取
り
組
み
を
地
域
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
岸
田
市
長
）

　

本
年
10
月
11
日
に
市
制
施
行
20
周
年
の
節
目
を

迎
え
る
「
日
本
で
い
ち
ば
ん
野
菜
を
つ
く
る
ま
ち
」

鉾
田
市
に
お
け
る
、
野
菜
を
基
軸
に
展
開
さ
れ
る

個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
動
向
は
、
今
後
も
常
に

要
注
目
だ
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
６
年
12
月
19
日
）

茨城県立鉾田第二高等学校の生徒による、６次産業化の流れを体験する販売実
習の模様

手のひらを当てるだけで野菜の摂取量が分かる「ベジチェック®」。
連携協定の証として市内各所に設置
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